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洗 掘 防 止 用 ア ス フ ァ ル ト マ ッ ト 

 

洗掘防止用アスファルトマットは，捨石マウンド等の法先に敷設しておき，自重と撓み性を利用し

て洗掘孔斜面に撓み込ませて，洗掘孔の発達と捨石層を通過する底質の吸出しを抑制する海底面被覆

工です。マットの先端に適度な開口率の孔をあけたマット（HAM）は，孔なしマットより厚さを 30

～50％節約できます。 

 

 

港湾・海岸構造物の捨石マウンド，消波ブロック

等の前後面に生じる洗掘孔斜面に撓み込み，洗掘の

進行を止めることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アスファルトマットは，次の表に示す配合でアス

ファルト・石粉・砂・砕石を約 200℃前後に加熱，

混合して製作します。 

 

 

 

 

 
出典：(社)日本港湾協会「港湾の施設の技術上の基準・同解説」 

            (社)全国漁港協会「漁港工事施工管理の手引」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通・強化アスファルトマット模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔あき強化アスファルトマット構造図（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

滑止金具

補強芯材

脱脂ワイヤーロープ

丸　鋼

帯　鉄

アスファルト合材

機 能 

材　料 性状 質量比(%)

アスファルト 混合アスファルト 10～14

ダスト 0.074㎜以下 14～25

細骨材 0.074～2.5㎜ 30～50

粗骨材 2.5㎜以上 25～40

標準配合 

管理基準値 

構 造 

強化型

ガラス繊維テープ網

NK#500-20

比重 温度20℃

曲げ強度

曲げたわみ量

圧縮強度

押抜き最大荷重※ 温度20℃ 15kN以上

押抜き変位量※ 変位速度50㎜/min 30㎜以上

5㎝～（波浪条件による）

幅

NK#70-10

2.2以上

ガラスクロス

～5.5m(海上運搬)

～2.5m(陸上運搬)

※押抜きの基準値は厚さ５㎝のマットに関するもの
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アスファルトマットは，自重が波の揚圧力と平衡している場合でも，先端部が絶えず振動しているため，

繰り返し応力を受けます。この応力を防ぐためには，マットが十分な重さ（厚さ）をもつことが必要です。

マットの必要安定重量（マットの必要厚さ）はマットの浮上り抵抗力を求めることにより定まります。 

マットの浮上り抵抗力はマット厚さ（ｔ）によって決まるためＲ(t)となり，波による作用外力は波高（Ｈ）

によって決まるＦ(Ｈ）とすると，マットの浮上り限界波高が作用している時の浮上り平衡式は以下の通り

です。 

 

Ｒ(t)＝Ｆ(Ｈ）              

Ｒ(t)＝(2Ｐ－Ｗ’(1－α/ｇ))/ｂｌ※１    

外力Ｆ(Ｈ）は次のように表せます。 

Ｆ(Ｈ）＝κＨｑ                  

 

ここで， 

κ：構造形式ごとに定まる実験係数 

Ｈ：マット先端位置における進行波の設計波高(ｍ) 

ｑ：進行波の単位波高当りの水底変動圧力(t/㎡ ｍ) 

 

水理模型実験※２により得られたκ値と浮上り限界波高の 

関係を図－１に，周期Ｔ(sec)と進行波の単位波高当りの 

水底変動圧力（ｑ）の関係を図－２に示します。 

マットの浮上り設計抵抗力（κＨｑ）とマットの必要厚 

さ（ｔ）の関係を示すと図－３のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ κ値と浮上り限界波高の関係 

アスファルトマットの必要厚さ 
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図－２ 単位波高当りの水底変動圧力                図－３ マット厚さの計算図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アスファルトマットの安定性水理模型実験 

w0 1

2 cosh(2πh/L)
q = ×

 
ｗ0；海水の単位体積重量(t/m3) 
ｈ；水深(m) 
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アスファルトマットの張出し部の浮上りは，マット下部に揚圧力が作用して生じます。ひとたび平衡が

破れると，その後は受圧面積が増大して急激に浮上るので，浮上り初期に揚圧力を軽減するような対策が

必要となります。その一つの方法として，マット先端のある範囲に適度な開口率の孔をあけることが考え

られます。表－１は，浮上り抑制効果を水理模型実験※２によって確認したもので，孔あきマットの浮上り

限界波高（Ｈｃφ）と孔なしマットの浮上り限界波高（Ｈｃ）の比，Ｈｃφ／Ｈｃの関係を表しています。

マットの構造上，開口率は 20％程度が限界のため，設計においては表－２の値を使用します。 

 

表－１ 開口率と浮上り限界波高比（Hｃφ／Hｃ）               表－２ 浮上り限界波高比 

開口率
構造形式
混成堤 1.07～1.50 1.20～2.53 1.23～2.53

消波ブロック被覆堤 1.04～2.00 1.31～2.17 1.36～2.18

捨石堤 1.00～1.40 1.33～2.04 1.64～2.86

10% 20% 30%

       

 

【設計波に対するマットの必要厚さの算出例】 

捨石堤において，マット先端位置の水深ｈ＝6.70ｍにおける設計波としてＨ＝4.80ｍ，Ｔ＝12.0secが与

えられれば，図－１から κ＝0.450，単位波高当りの水底変動圧力(ｑ)は，図－２から ｑ＝0.468(ｔ/㎡ ｍ)

と求められ，κＨｑ＝0.450×4.80×0.468＝1.01となり，図－３からマット厚さ；ｔ＝8.9≒9㎝が得られ

ます。 

同条件で，孔あきアスファルトマットを使用した場合，表－２よりＨｃφ＝4.80/1.30＝3.69，Ｈ=3.69

のときκ＝0.549，ｑ＝0.468となるので，κＨｑ＝0.549×3.69×0.468＝0.948と求まり，図－３からｔ＝

5.6≒6㎝が得られます。 

上記ケースにおいては，孔あきアスファルトマットを使用することによりマット厚さを 33％節約できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔あきアスファルトマット製作状況 

 

 

                        敷設後の孔あきアスファルトマット 

孔あきアスファルトマット(HAM) 

・

構造形式 浮上り限界波高比

混成堤 １．２０

被覆堤・捨石堤 １．３０
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洗掘孔へのマットの張出し長さについては，移動床 

水理模型実験を行い，構造形式別に結果を次のように 

整理しています。 

 

[混成堤・消波ブロック被覆堤]の場合 

洗掘孔の特性は，図－４※３に示されるようにマットの 

張出し長さの違いによって異なったものとなり，洗掘 

孔の位置は張出しが長いほど遠ざかりますが，最大洗 

掘深は張出しが約 1/4波長で最小になる特徴が見られ 

ます。 

防波堤が大断面で 1/4波長の位置が捨石マウンド内 

にある場合は，次に示す捨石堤の場合に準じます。 

 

[捨石堤]の場合 

水理実験結果から，次の①～③の仮定をたてることができます。 

 

①マットの張出しによる最大相対洗掘深Ｓmax／Ｈは平衡状態において，ほぼ 0.6になる。 

②洗掘孔が形成されてもマウンド法先が安定であるマット先端の深さＳ／Ｓmaxの最大値は 0.9である。 

③平衡状態における洗掘孔の斜面勾配は約 1：2である。 

 

 

【設計波に対するマットの必要張出し長さの算出例】 

設計波高Ｈ＝4.00ｍの場合 

①により，Ｓmax＝Ｈ×0.6＝4.00×0.6＝2.40ｍ 

②により，Ｓ=Ｓmax×0.9＝2.4×0.9＝2.16ｍ 

③により，ｌ2＝2Ｓ＝2.16×2＝4.32ｍ 

したがって， 

ｌ＝（Ｓ2＋ｌ2
2)1/2＝(Ｓ2＋（2Ｓ)2)1/2=√5Ｓ≒5.0ｍ 

さらに，余裕長ｌ1＝1.0ｍを見込むとｘ＝6.0ｍになります。 

 

 

 

※１：「洗掘防止工の現状と海底面被覆工の波力に対する安定性」土木学会・海岸工学論文集，第 34巻(1987) 
※２：「マット型海底面被覆工の耐波安定性評価方法」土木学会・海岸工学論文集，第 52巻(2005) 
※３：「大波浪に耐える孔あきアスファルトマット－洗掘防止用アスファルトマットの水理機能と設計法－」電力土木№232(1991) 
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図－５ 記号の説明 
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中詰石　0.3t
摩擦増大用ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｯﾄ

上部コンクリート

中詰砂

15.00×14.00×9.00
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柿崎漁港海岸侵食対策工事 
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洗掘防止用孔あき強化ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｯﾄ
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宮崎港港湾海岸環境整備事業 

施 工 例 



 

－7－ 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

施工手順 

形状・数量決定 工場 陸上；幅 ～2.5ｍ 現場 重ね幅；50㎝以上

現場 海上；幅 ～5.5ｍ 岸壁

敷　　設計　　画 製　　作 運　　搬 納　　入

アスファルトマットの植生 
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